




5.今後の課題 

 心身障害児の親子関係について,ことに障害の特性をふまえて,どのように接したらよい

かを親子でプレールームで過す状態を計測することが必要な課題である。また超早期療育

を親子訓練の形で展開して行くにあたってはとくに重要である。また同じ障害であっても

個体差が著しいので,この問題についても掘りさげる必要がある。 

 一方,新生児期の対人関係,ひいては親子関係の確立は重要な課題であるが,中でも親子

のコミュニケーション,それも言語によるつながりが,どの時点を sensitive とするか決定

して行く必要がある。これまでの研究で生後 12～24時間の間が問題の時間として浮び上っ

て来たが,この点について更に深く研究することが望まれる。 


